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軟式野球競技　　細則・申し合わせ

１　試合中、登録者以外はダッグアウトに入ることはできない。
２　顧問教員は平服で、マネージャーは制服またはジャージでダッグアウトに入ることができる。
３　部員数に応じて、ユニホームを着用した引率責任者、監督、コーチ、Ａ・コーチ、マネージャーは試合中、グラウンドに入ることができる。（バットボーイ、投球練習時のキャッチャーなど）
ただし、監督会議で了承を得ること。
４　判定に対する抗議は一切認められない。ルールの適応上の質疑に関しては主将または当該選手のうちどちらか１名に限り可能である。
５　全試合、次の場合はコールドゲームとする。
（１）降雨その他の理由により、試合の続行が不可能であると審判員が判断し試合の打ち切りを命じた場合。
ア　両チームが５回の攻撃を均等に完了している場合は、両チームが公平に攻撃を終了した時点で得点の多いチームを勝ちとする。
イ　先攻チームの５回の攻撃が終わった時点での得点より、後攻チームの４回までの得点が多い場合は後攻チームの勝ち。
ウ　後攻チームの５回の攻撃中に、後攻チームの得点が先攻チームの５回までの得点を上回っている場合は後攻チームの勝ち。
（２）５回終了時点で７点以上の得点差がある場合。先攻チームの５回の攻撃終了時に、先攻チームの５回までの得点より後攻チームの４回までの得点が７点以上上回っている場合。
６　シートノックは、前の試合終了後、後攻チームより直ちに始める。時間は７分間とする。ただし、大会運営上、その時間の短縮やシートノックを取りやめる場合もある。
７　ユニホーム、スパイク、帽子等は正しく着用し、腕時計、ピアス、ネックレスなど装飾品は身につけないこと。打者および走者はヘルメットを着用すること。
８　捕手は守備中、防護用ヘルメット、マスク、レガース、プロテクター、スロートガードを着用すること。
捕手は守備用具の他、急所カップを身につけること。
９　試合に使用する用具等は安全基準に適合したものであること。試合前にヘルメット、バット等、審判員による点検をおこなう。
10　マスコットバット、素振り用バットリングは、ベンチ内に持ち込まないこと。
11　メンバー表を交換した後、選手の一時的な交代は認められない。ただし試合中の選手に事故等が起き、治療等のために一時走者を変えないと試合が続行できないと審判員が認めた場合、臨時代走を適用できる。この場合代走者は、試合に出場している選手に限られ、現在の打者の前者にさかのぼる。ただし、投手および捕手は省いてよい。
12　試合進行の促進に協力すること、攻守交替時には駆け足で行い、次打者はネクストバッターズサークルに必ず入ること。
13　スポーツマンとしてふさわしくない行為と審判員が判断した場合、退場を含め審判団で対応を協議するものとする。
14　ベースコーチもヘルメットを着用すること。
15　1日目が雨天の場合は2日目に、１回戦と準決勝２試合の計３試合を行う。
（５チームの場合は）順位　1位　2チーム　　3位　1チーム　　4位　2チーム
16　2日目が雨天の場合は1日目の結果をもとに順位をつける。
（５チームの場合は）順位　1位　3チーム　　4位　2チーム
　





17　トーナメントについて
５チームの場合、新潟県代表が１に入り、残りを抽選で決める。
４チームの場合、抽選で決める。

<５チームの場合>
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【その他注意事項】
１　駐車場は、付帯の駐車場を利用すること。
２　応援は、節度をもって行うこと。
３　飲食した際は、ゴミは必ずは持ち帰ること。喫煙は必ず指定場所で行い吸殻は各自持ち帰ること。
４　競技中の疾病、傷害については、応急処置のみ主催者側で行い、その後は各自で処置を行うこと。
５　貴重品の管理は各自で責任を持って確実に行うこと。
６　施設の利用に関して、マナーやルールを厳守すること。
７　大会運営にあたる競技役員、審判員、補助員には十分礼を尽くすようにご指導ください。
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